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近
い
う
ち
に
、
ヤ
マ
ト
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
た
な
か

ま
た
ち
が
、
真
岡
市
で
メ
ー
ル
便
を
一
生
懸
命
配
達

す
る
姿
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
最
初
は
荒
町

付
近
か
ら
配
達
を
始
め
て
い
き
、
慣
れ
て
き
た
ら

徐
々
に
範
囲
を
広
げ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
松
本
）

トピックス　❷

　今
回
、
県
東
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
真
岡
に

こ
の
お
話
を
い
た
だ
い
た
の
も
、
ど
う
や
ら
今
現

在
、
真
岡
市
で
ヤ
マ
ト
財
団
の
メ
ー
ル
便
配
達
事
業

を
請
け
負
っ
て
い
る
事
業
所
が
ま
だ
一
つ
も
な
い
と

い
う
こ
と
で
、
真
っ
先
に
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
声

を
か
け
て
く
れ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　そ
こ
で
、
実
際
に
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し

て
い
る
な
か
ま
と
話
し
合
い
、
実
際
に
や
る
か
ど
う

か
、
や
る
と
し
た
ら
誰
が
や
る
の
か
な
ど
を
話
し
合

い
ま
し
た
。

　そ
の
結
果
、
や
っ
て
み
た
い
と
い
う
声
も
上
が

り
、
仕
事
自
体
に
も
興
味
を
も
つ
人
が
多
い
た
め
、

実
際
に
ヤ
マ
ト
財
団
の
方
に
お
話
を
聞
き
、
具
体
的

な
方
法
や
、
必
要
な
道
具
の
使
い
方
、
作
業
料
な
ど

を
聞
か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
機
械
を
使
っ
た
り
、

仕
分
け
を
し
た
り
、
配
送
先
の
ル
ー
ト
を
作
っ
た
り

…
覚
え
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
で
す
。
ヤ
マ
ト
財
団
の

方
に
詳
し
い
説
明
を
し
て
も
ら
っ
た
時
も
、
み
ん
な

真
剣
に
器
具
の
使
い
方
な
ど
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。

　サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
も
自
転
車
を
購
入
し
、
配

達
に
向
け
た
準
備
を
着
々
と
整
え
始
め
て
い
ま
す
。

　県
東
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
真
岡
で
は
、
こ

れ
ま
で
下
請
け
の
作
業
と
パ
ン
の
販
売
を
中
心
に
し

て
日
中
の
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
す
こ
し
ず
つ

パ
ン
の
売
り
上
げ
も
伸
び
て
は
来
ま
し
た
が
、
ま
だ

ま
だ
十
分
な
工
賃
を
稼
ぐ
の
は
難
し
く
…
そ
ん
な

折
、
ク
ロ
ネ
コ
ヤ
マ
ト
で
有
名
な
ヤ
マ
ト
福
祉
財
団

様
か
ら
思
わ
ぬ
お
仕
事
の
声
が
か
か
り
ま
し
た
。

「
ヤ
マ
ト
財
団
で
す
が
、
ヤ
マ
ト
の
メ
ー
ル
便
の
配

達
の
仕
事
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
」

　ヤ
マ
ト
福
祉
財
団
で
は
、
全
国
の
障
が
い
者
施
設

に
委
託
し
て
メ
ー
ル
便
の
配
達
作
業
を
行
っ
て
い
る

そ
う
で
す
。
栃
木
県
で
も
、
い
く
つ
か
の
事
業
所
で

実
際
に
配
達
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
多
く
の

障
が
い
を
も
つ
な
か
ま
が
仕
事
を
行
っ
て
い
る
そ
う

で
す
。

こ
ぶ
し
の
会  

そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
か
ら

県
東
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
・
真
岡

メ
ー
ル
便
の
仕
事
を
始
め
ま
す
！

県東ライフサポートセンター真岡にて新事業移行説明会を開催
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　次
に
、
武
田
理
事
長
に
よ
る
講
演
を
聞
き
ま
し

た
。
テ
ー
マ
は
「
利
用
者
月
額
工
賃
七
〇
、
〇
〇
〇

円
を
目
指
す
社
会
福
祉
法
人
の
実
践
」
で
、
は
ら
か

ら
福
祉
会
が
、
平
成
二
三
年
度
ま
で
に
月
額
七
〇
、

〇
〇
〇
円
以
上
の
工
賃
を
目
指
す
中
で
、
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
大
切
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
を
学
び
ま

し
た
。

　

　武
田
理
事
長
は
、
目
標
・
目
的
・
方
法
が
し
っ
か

り
し
て
い
る
こ
と
が
大
事
だ
と
語
ら
れ
て
お
り
ま
し

た
が
、
根
拠
を
明
確
に
す
る
た
め
に
「
な
ぜ
働
き
、

何
を
望
む
の
か
」
と
根
本
的
な
部
分
か
ら
皆
で
考

え
、
全
員
が
納
得
し
た
上
で
、
実
践
し
て
い
く
と
い

う
話
に
は
、
職
員
の
ひ
と
り
と
し
て
、
会
議
の
場
か

ら
日
常
的
な
会
話
も
含
め
て
、
職
員
間
の
対
話
を
重

視
し
、
共
通
認
識
を
も
て
る
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　年
始
い
う
こ
と
で
、
「
元
気
が
出
る
、
刺
激
に
な

る
よ
う
な
研
修
」
を
テ
ー
マ
に
研
修
内
容
を
検
討
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
近
年
と
は
違
い
外
部
講
師
を
招

い
た
こ
と
で
、
楽
し
み
つ
つ
も
緊
張
感
の
あ
る
、
ま

た
、
い
つ
も
と
雰
囲
気
の
違
う
も
の
に
な
っ
た
か
と

思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
古
谷
）

❸　トピックス

　新
し
い
年
を
迎
え
、
こ
ぶ
し
の
会
の
な
か
ま
・
職

員
に
と
っ
て
仕
事
初
め
と
な
っ
た
一
月
四
日
、
平
成

二
二
年
新
春
研
修
会
が
と
ち
ぎ
福
祉
プ
ラ
ザ
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　今
回
の
研
修
は
、
四
月
に
開
催
さ
れ
る
、
こ
ぶ
し

の
会
設
立
三
〇
年
記
念
公
演
に
ご
参
加
い
た
だ
く
、

「
荒
馬
座
」
に
よ
る
プ
レ
公
演
と
、
社
会
福
祉
法
人

は
ら
か
ら
福
祉
会
の
武
田
元
理
事
長
に
よ
る
講
演
か

ら
な
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
例
年
は
全
職
員
研
修
会
と
し
て
実
施
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
今
年
は
仲
間
や
ご
家
族
も
含
め
、

多
く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
い
て
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。

　は
じ
め
に
「
荒
馬
座
」
に
よ
る
「
獅
子
舞
」
を
観

賞
し
、
新
年
の
縁
起
物
を
楽
し
み
ま
し
た
。
迫
力
の

あ
る
動
き
を
し
た
獅
子
た
ち
が
、
一
人
ひ
と
り
の
頭

を
噛
ん
で
会
場
全
体
を
回
り
、
参
加
者
全
員
で
今
年

一
年
の
健
康
を
祈
願
し
ま
し
た
。
四
月
一
七
日
の
公

演
が
楽
し
み
と
の
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

平
成
22
年
新
春
研
修
会
・

平
成
21
年
度
全
職
員
研
修
会
（
第
２
回
）

社会福祉法人こぶしの会
設立30年記念

■日時　平成22年４月17日（土）
　　　　開場：午後０時30分　開演：午後１時30分
■会場　宇都宮市文化会館大ホール
　　　　ホワイエにてこぶしの会の歴史をパネル展示。
　　　　また、利用者の作品展示やこぶしの会以外の
　　　　事業所で作られた製品の展示即売も行います。
■入場料〈全席自由〉　前売り券　　当日券
　　　　一般　　　　　3,000円　3,500円
　　　　小人・障害者　2,000円　2,500円（３歳以下無料）
　　

【お問い合わせ】
　社会福祉法人こぶしの会法人設立30年記念「荒馬座」公演実行委員会事務局
　宇都宮市柳田町1401　こぶし作業所内
　ＴＥＬ：０２８‐６６２‐１９１１　ＦＡＸ：０２８‐６６２‐１９１２



特集　❹

　1970年初頭、人口35万人の宇都宮市には、重い障がいがある人のための公的な働く施設は
１つもありませんでした。そうした中、市立の通園施設「若葉園」を20歳を迎えることで退所
せざるを得なくなった２人の児童のお母さんが、「入所施設には入れたくない、家から通える
施設が市内にもほしい」と市当局に相談をしていました。同じ時期に、活動を活発化していた
全国障害者問題研究会栃木支部という研究団体と２児の母親の連携が生まれ、視察や学習・話
し合いが始まった。1974年８月のことである。そして、同年９月15日、県母子福祉センター
に全県から集まった障がい者、家族、施設職員、学生、一般の市民40名が集い、「こぶし共同
作業所設立準備会」が発足したのです。この時確認された活動方針で「運動の輪を拡げ、また
運営資金をつくりだすために後援会をつくる」ことを決め、同10月６日、70名の参加を得て
「こぶし共同作業所後援会」を結成したのです。
　この時の目標にしたのが、「１人から多額の資金援助を受けるのでなく、できるだけ多くの
市民の協力を得るため、年間会費を１口500円にする」「後援会ニュース（現こぶしだより）
を通じて会員とこぶしの日常的なパイプをつくる」。さらには、日曜作業所の設置を決め、後
援会が交代でボランティアとして参加し、活動を支えていました。
　こうして、２ヶ月後には、会員数206名と急速に発展し、今日に至っています。
　1980年４月、国の認可施設として、運営のほとんどが国費で賄われるようになり、宇都宮市、芳
賀町、真岡市と活動エリアが広がっても、後援会活動の意義と役割はますます重要になってきて
います。今回は、こぶしの会に係わる三つの後援会の歴史と現状を報告してもらいました。

　こぶし作業所後援会は、1974年10月６日に、「こぶし共同作業所後援会」として発足いた
しました。
　“共同？”と思われる方もいらっしゃると思いますが、そうです！こぶし作業所が、まだ法
人化される前の、無認可の時代に立ち上がった組織なのです。すなわち、こぶしの会（法人）
よりも古い、こぶしの歴史そのものなのです。
　当時、無認可で資金ゼロの中出発した「こぶし共同作業所」の専従職員２名の給与と運営費
の捻出、また日常の人的な応援と認可運動の中
心的な役割を担うなど、こぶしと周りの社会を
結ぶさまざまな活動で、物心両面から支え続け
てきました。
　1980年に、こぶし共同作業所が社会福祉法人
格を取得して、「こぶし作業所」として出発し
た時、名称を現在の「こぶし作業所後援会」と
しました。
　さて、その後援会の活動ですが、会員拡大は
もちろんのこと、何と言ってもやはり代表は
『チャリティーバザー』です。バザーの歴史も
古く、第１回は1978年に宇都宮市の二荒山神社
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懐かしき、二荒山神社前でのチャリティーバザー

こぶし作業所後援会Ⅰ

けやき作業所等後援会のあゆみとこれからⅡ

セルプ・みらい後援会「みらいの会」Ⅲ

「後援会活動」について「後援会活動」について「後援会活動」について
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❺　特集

の境内にて行われ、当時で80万円（こぶしのバザーは１日です。）という驚きの売上を上げて
います。その後も、2007年の第30回まで毎年行われ、１年休んで（チャリティー映画会実施）今年
度31回目を行いました。第27回までは、二荒山神社のご協力のもと、境内を利用しての実施で、
ピーク時は最高約200万円の売上を記録したこともありました。要員ボランティアさんも100名を
超える、県内でも一番大きなバザーだったかもしれません。こぶしのバザーの大成功を参考に、二
荒山神社境内でのほかの団体等のバザーが増えたというエピソードもあるようです。
　第28回からは、宇都宮の人通りや町並みの変化により、オリオン通り商店街組合の皆さんの
ご協力も得て、献血ルーム前やオリオンスクエアで開催しています。バザーの開催には、後援
会員（利用者の家族、ボランティア、職員を含む）が実行委員会を作り、企画や実務に当たっ
ています。バザーの準備は、開催日の２～３ヶ月前から始められ、品物提供の依頼、回収、値
段付けなどの仕事、さらに当日の要員など多くの人たちの協力を得て実施されています。ま
た、ミニバザーとして問屋町で毎月行われる“びっくり市”にも、出店し続けています。
　無認可時代からのさまざまな活動を通し、財政面の支えはもちろんですが、『こぶし』の役
割の大切さを地域の人たちや行政にも伝えながら今日まで、障がいをもつ人たちのために奮闘
してきました。『こぶし』と聞いて「ああ、聞いたことある。」「こぶしなら。」という人
が多いことにも、後援会活動がいかに広がっていたのかが伺えます。後援会活動を通じ、障が
いを持つ人たちへの理解や関心の輪を広め、中には福祉に携わる仕事に就いた人も数多くいま
す。正に、こぶし作業所後援会は、こぶし作業所やこぶしの会の財産をたくさん生み出してい
る、存在の源と言えるでしょう。
　来年度「こぶし作業所」は、宇都宮市茂原へ移転します。新しいスタートに伴い、こぶし作
業所後援会も更なる飛躍を目指す活動の展開が必要かもしれません。後援会の歴史と財産が、
新こぶし作業所にもきっと生かされることでしょう。期待を膨らませると同時に、改めて、こ
ぶし作業所後援会の果たしてきた役割の大きさを感じます。月並みですが、“ありがとうござ
います”と感謝しきれないほどの想いで一杯です。　　　　　　　　　　　　　　　（金田）

　けやき作業所等後援会の発足は今から17年前にさか
のぼります。平成５年に芳賀地区・現在のけやき作業
所の建つ場所に芳賀地区に住む障がい者の働く場とし
て、「こぶし作業所芳賀分場」通称けやき作業所が開
所しました。それとともにけやき作業所の事業の充実
と発展を支え、けやき作業所利用者の地域生活を支え
る一端を担う目的で「けやき作業所等後援会」が誕生
しました。地域の方々と障がいを持つ利用者との架け
橋となり、骨董市の参加やさまざまなチャリティ企画
を催し、また会員の数も徐々に増やしてきました。そ
うした会員の方の努力が実を結び、平成10年にけやき
作業所が正式に認可されるという大きな成果をあげることができました。その後も稲毛田に第
２けやき作業所が開所、グループホーム「すずらん」「けやきハイツ」「第２けやきホーム」
の開所など事業を発展させることができました。
　今年度は大きな動きが２つありました。
　ひとつは、芳賀地区にバリアフリーケアホームを建設するという大きな事業を控え、けやき
作業所等後援会としても、その資金集めに協力するため、道の駅友遊はがで毎月第４日曜に開
かれる骨董市への参加を復活させたことです。昨年度は周到な準備のもと、映画『ふるさとを
ください』上映イベントを成功させることが出来ましたが、今年度は骨董市への毎回参加で、

こぶし作業所後援会Ⅰ

けやき作業所等後援会のあゆみとこれからⅡ

セルプ・みらい後援会「みらいの会」Ⅲ

市貝町町民祭にて手作りのお赤飯などを販売！



これに匹敵する収益を目指しています。また、この活動の中で得た副産物は無形の収穫となっ
ています。後援会、家族会の方々の尽力とともに、当事者である『なかま』の皆さんの積極的
な参加があったこと。これがまた後援会活動の大きな推進力にもなっているということ。骨董
市での活動は、施される福祉ではなく、当事者自身が役割をもち、推進する福祉の実践場に
なっていると感じています。
　もう１つは、残念なことですが、後援会会員拡大運動を本格化させる最中の、福田後援会会
長の逝去です。その存在と後援会の失ったものはあまりにも大きく、しばらくの停滞を余儀な
くさせましたが、残されたものは前進あるのみ。これも日々前向きに生活している『なかま』
の皆さんから学んだところですが、新後援会長も決定し、後援会活動も漸く平常心にもどった
ところと言えると思います。
　ほかにも、法人内の他事業所後援会との交流の場を設け、率直な意見交換を行うなど、今年
度の新たな取り組みが芽生えてきています。　　　　　　　　　　　　　　　 （星野、高橋）

　朝８時、弁当班のなかまが出勤し白衣に身を包みます。きりっと帽子とマスクも付けて、
さぁ、お弁当づくりです。９時、東コースの送迎車が
到着し、「おはようございます！」の元気な声が聞こ
えてきました。下請け班では箱折りの作業、リサイク
ル班はアルミ缶の回収作業、「セルプ・みらい」の一
日の始まりです。
　８年前の平成14年４月、通所の知的障がい者の授
産施設「セルプ・みらい」が開所しました。その２年
前、養護学校（現在の特別支援学校）に通う子を持つ
お母さんたちは、卒業後、自宅から通って働ける作業
所をこの真岡に作りたいと思い、地道に準備を進めて
きました。それが、セルプ・みらい後援会「みらいの
会」の前身です。約２年間、地元の有識者や知人、友
人など趣旨に賛同してくださる方に運動の輪を広げ、「ひろがれコンサート」「絵画展」「モ
ンゴルの演奏と食事の夕べ」など、大きなイベントや小さなフリーマーケットの積み重ねで自
己資金をつくり、開所にこぎつけたのです。そして、作業所をつくるために結集した力は、そ
のまま「セルプ・みらい」を応援する後援会「みらいの会」に発展しました。開所して間もな
く９年目を迎えますが、支える活動は、15回にも及ぶ「みらいフェスタ」の開催や各地のイベ
ントへの参加、また「ひろがれコンサートpart２」「ふるさとをください上映会」、実行委員
会を構成した形での「デューク・エイセスコンサート」の開催など、力を抜くことなく続けら
れてきました。このように活動を羅列すると、さぞ大変だろう･･･と思われるかもしれません
が、「みらいの会」の集うところいつも笑いと活気にあふれています。大変でもそれを感じさ
せない不思議なパワーがあるのです。
　さて、今後の後援会ですが、さらに、みらいの会会員の拡大にその不思議なパワーを注ぎ、
私たち職員の課題である授産事業の販路拡大、作業開拓など、後援会の皆さまの力をお借りで
きたらと思います。なかま、職員の力だけでは、やはり力不足な部分が多々あります。多方面
でご活躍の方々のご支援をぜひお願いしたいと思います。
　みらいの会は今後とも地域のイベントに積極的に参加し、セルプ・みらい開催の“みらい
フェスタ”を充実したものにしていきたいと思います。ぜひ、みらいの会の名前を見かけたと
きはよろしくお願いいたします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（矢口）

こぶし作業所後援会Ⅰ

けやき作業所等後援会のあゆみとこれからⅡ

セルプ・みらい後援会「みらいの会」Ⅲ

みらいフェスタでフリマ♪
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❼　追悼

　一
二
月
二
六
日
の
告
別
式
に
は
、
な
か
ま
、
ご
家

族
、
職
員
四
四
名
が
参
列
し
、
最
後
の
お
別
れ
を
し

ま
し
た
。
真
面
目
で
几
帳
面
で
や
さ
し
く
て
、

ち
ょ
っ
と
は
に
か
み
屋
だ
っ
た
晃
さ
ん
。
ど
う
ぞ
安

ら
か
に
お
眠
り
く
だ
さ
い
。
先
日
、
お
母
様
よ
り
お

手
紙
と
お
写
真
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　御
見
舞
並
び
に
葬
儀
に
際
し

　御
参
加
下
さ
い
ま
し
た
皆
様
に

　深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　故
、
佐
々
木
晃
は
昭
和
四
十
一
年
三
月
七
日
今
の

世
に
生
を
受
け
以
来
四
十
四
年
の
生
涯
を
一
生
懸
命

に
前
向
き
に
努
力
し
成
長
し
天
に
召
さ
れ
ま
し
た
。

我
が
子
の
生
き
方
を
通
し
て
障
害
を
持
ち
な
が
ら
も

懸
命
に
生
き
抜
い
て
い
っ
た
我
が
子
、
晃
を
愛
し
い

気
持
と
同
時
に
心
よ
り
誇
り
に
思
っ
て
居
り
ま
す
。

こ
ぶ
し
作
業
所
に
は
養
護
学
校
高
等
部
を
卒
業
し
そ

れ
以
来
ず
っ
と
こ
ぶ
し
で
働
い
て
来
ま
し
た
。
た
く

さ
ん
の
指
導
員
の
先
生
と
の
出
逢
い
や
、
そ
し
て
別

れ
仲
間
の
人
達
と
の
別
れ
も
有
り
、
余
り
口
に
出
さ

な
い
晃
で
し
た
が
心
の
揺
れ
を
見
せ
た
事
も
有
り
ま

し
た
。
そ
の
事
に
耐
え
前
向
き
に
前
進
出
来
た
の

は
、
こ
ぶ
し
の
所
長
様
、
始
め
職
員
の
皆
さ
ま
の
温

か
い
お
こ
こ
ろ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
保
護
者

の
方
達
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
ま
っ
す
ぐ
に
人
を

信
頼
し
、
愛
し
て
私
達
身
内
に
も
、
懸
命
に
人
に
尽

く
す
優
し
さ
と
頑
張
り
を
亡
く
な
る
数
日
迄
、
や
り

通
し
て
行
き
ま
し
た
。
今
は
頑
張
っ
た
ね
！
！

　そ

し
て
有
難
う
安
ら
か
に
天
に
旅
立
っ
て
下
さ
い
と
、

祈
る
ば
か
り
で
す
。
私
事
で
す
が
亡
き
佐
々
木
晃
に

か
わ
り
お
関
わ
り
下
さ
っ
た
皆
様
の
御
厚
情
に
感
謝

申
し
上
げ
る
と
共
に
、
亡
き
晃
を
御
心
の
片
隅
に
お

い
て
い
た
だ
き
時
折
思
い
出
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
無

上
の
幸
せ
と
存
じ
ま
す
。

　末
筆
な
が
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
御
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　平
成
二
十
二
年
一
月
二
十
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　母

　
　佐
々
木
優
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　次
男

　佐
々
木
信
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　親
族
一
同

　昭
和
六
二
年
、
宇
大
附
属
養
護
学
校
高
等
部
を
卒

業
し
て
か
ら
、
ず
っ
と
こ
ぶ
し
の
な
か
ま
と
し
て
働

き
、
平
成
一
一
年
か
ら
は
、
ケ
ア
ホ
ー
ム
「
こ
ぶ
し

の
と
き
わ
荘
」
で
暮
ら
し
て
い
た
佐
々
木
晃
さ
ん

が
、
昨
年
暮
れ
、
一
二
月
二
四
日
、
病
気
の
た
め
亡

く
な
り
ま
し
た
。
半
年
ほ
ど
前
か
ら
体
調
を
崩
し
、

自
宅
で
療
養
を
続
け
“
元
気
に
な
っ
て
、
ま
た
こ
ぶ

し
へ
行
く
”
と
頑
張
っ
て
い
た
の
に
…
。

　こ
ぶ
し
で
は
、
月
に
二
回
、
な
か
ま
と
職
員
と
で

今
市
の
自
宅
に
伺
い
、
顔
を
見
た
り
声
を
か
け
た
り

し
て
き
ま
し
た
。
晃
さ
ん
を
力
づ
け
る
は
ず
が
、
病

気
に
負
け
ず
頑
張
る
姿
に
い
つ
も
逆
に
励
ま
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
本
当
に
残
念
で
す
。

追
悼
佐
々
木 

晃
さ
ん
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本会の定款、事業計画、財務諸表等を閲覧ご希望の方は、各事業所までお申し出ください（閲覧時間 8:30 〜 17:00）

こ ぶ し 作 業 所
・就労移行支援事業
・就労継続支援 B 型事業
・生活介護事業
・自立訓練（生活訓練）
障がい者生活支援センター こぶし
・在宅障害（児）者の相談・支援

こ ぶ し の と き わ 荘
・知的障害者ケアホーム
く る み
・知的障害者ケアホーム
け や き 作 業 所
・就労継続支援 B 型事業
・生活介護事業
・日中一時支援事業
第 ２ け や き 作 業 所
・就労移行支援事業
・就労継続支援 B 型事業
県東ライフサポートセンター

「ほっとＣＨＡ」
・地域活動支援センター
県東ライフサポートセンター「真岡」
・就労移行支援事業
・就労継続支援 B 型事業
ホ ー ム　 ひ ま わ り
・知的障害者ケアホーム
け や き ハ イ ツ
・知的障害者ケアホーム
第 ２ け や き ホ ー ム
・精神障害者グループホーム
コ ー ポ 峰
・知的障害者ケアホーム
セ ル プ・ み ら い
・就労移行支援事業
・就労継続支援 B 型事業
・生活介護事業
ぽ て っ と
・知的障害者グループホーム
芳賀地区障害児者相談支援センター
・在宅障害（児）者の相談・支援
県東圏域障害者就業・生活支援セ
ンター「チャレンジセンター」
・障害者の就業相談・支援

法 人 本 部

〠321-0126　栃木県宇都宮市茂原町837–1
　　　　   TEL 028（653）1020　FAX 028（688）1121
　　　　　　  E-mail　kobushi@chive.ocn.ne.jp

〠321-0902　栃木県宇都宮市柳田町1401
　　　　   TEL 028（613）5703　FAX 028（666）6128
　　　　　　  E-mail　kobushi-sw@tenor.ocn.ne.jp
〠321-0139　栃木県宇都宮市若松原2–6–8
　　　　   TEL 028（653）1477
〠321-0912　栃木県宇都宮市石井町字内野2867–3
　　　　   TEL 028（664）0414
〠321-3304　栃木県芳賀郡芳賀町祖母井2244
　　　　   TEL 028（687）1040　FAX 028（677）5789
　　　　　　  E-mail　keyaki@carrot.ocn.ne.jp

〠321-3303　栃木県芳賀郡芳賀町稲毛田1532
　　　　   TEL 028（677）0495　FAX 028（687）4818
　　　　　　  E-mail　inageda@fancy.ocn.ne.jp
〠321-3303　栃木県芳賀郡芳賀町稲毛田1532
　　　　   TEL 028（687）0311

〠321-4305　栃木県真岡市荒町3–9–5
　　　　   TEL 0285（83）2567　FAX 0285（83）2567

〠321-3321　栃木県芳賀郡芳賀町大字下高根沢字下原3932–79
　　　　   TEL 028（666）4253
〠321-3304　栃木県芳賀郡芳賀町祖母井178
　　　　   TEL 028（677）2876
〠321-3304　栃木県芳賀郡芳賀町祖母井1204–4
　　　　   TEL 028（677）0776
〠321-3304　栃木県芳賀郡芳賀町祖母井775–2

〠321-4363　栃木県真岡市亀山1043–23
　　　　   TEL 0285（81）1155　FAX 0285（81）1177
　　　　　　  E-mail　selp-mirai@carrot.ocn.ne.jp

〠321-4364　栃木県真岡市長田1–12–5

〠321-4305　栃木県真岡市荒町110−1  市総合福祉保健センター内
　　　　   TEL 0285（80）7765　FAX 0285（80）7765
〠321-4305　栃木県真岡市荒町111–1
　　　　   TEL 0285（85）8451　FAX 0285（85）8452

〠321-0902　栃木県宇都宮市柳田町1401
　　　　   TEL 028（613）3707　FAX 028（666）6128
　　　　　　  E-mail　sphb8h99@jewel.ocn.ne.jp
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　時間が経つのは早いもので、もう間もなく今年度も終わろうとしています。今年度は政権の
交代という大きな動きが起こり、これまで全国で声高に叫ばれてきた障害者自立支援法の改正
に向けて、大きく前進したようにも思われます。
　来年度、こぶしの会では、すべての事業所が事業移行を行い、新たな枠の中で、よりなかま
たちへの支援を強化しより良いものにしていくための動きがとられています。
　こぶしだよりでも事業移行の動きや、各事業所・法人の動き、なかまたちの様子などをさま
ざまな面から皆様にお伝えしていこうと考えています。今後ともこぶしだよりをよろしくお願
いいたします。（松本）

松本 裕生　 河原 とき子　 菊地  豊　 星野 早苗　 稲村 淳彦
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